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（お知らせ）                         令和７年９月５日 

陸 上 幕 僚 監 部 

 

令和７年度米海兵隊との実動訓練(レゾリュート・ドラゴン２５)の概要について 

（実施場所及び訓練実施部隊の更新） 

 

 令和７年８月５日にお知らせのとおり、陸上自衛隊は、令和７年度米海兵隊との実動訓練

（レゾリュート・ドラゴン２５）を実施することとしておりますが、調整の結果、実施場所

（東京都※・沖縄県）及び訓練実施部隊（海上自衛隊・航空自衛隊）を更新することとしま

したので、お知らせいたします。これにより、訓練の概要は以下のとおりです。 

※ 東京都小笠原村硫黄島については、９月１日（月）１９時１４分頃に同島で発生した噴火に伴い、予

定していた滑走路被害復旧等の訓練を中止 

 

１ 目 的 

  陸上自衛隊及び米海兵隊の部隊が、それぞれの指揮系統に従い、共同して作戦を実施す

る際の相互連携要領を実行動により演練し、日米の連携強化及び共同対処能力の向上を図

る。 
   

２ 期 間 

  令和７年９月１１日（木）～同月２５日（木） 

 

３ 場 所 

（１）北海道 

陸上自衛隊北海道大演習場、陸上自衛隊北恵庭駐屯地、陸上自衛隊矢臼別演習場、 

陸上自衛隊柏台演習場、陸上自衛隊丘珠駐屯地及び航空自衛隊計根別着陸場 

（２）山口県 

   米海兵隊岩国飛行場 

（３）大分県 

陸上自衛隊日出生台演習場及び陸上自衛隊十文字原演習場 

（４）佐賀県 

陸上自衛隊目達原駐屯地 

（５）長崎県 

海上自衛隊佐世保基地 

（６）熊本県 

陸上自衛隊健軍駐屯地、陸上自衛隊高遊原分屯地及び陸上自衛隊大矢野原演習場 

（７）鹿児島県 

陸上自衛隊佐多対空射場、海上自衛隊鹿屋航空基地、陸上自衛隊奄美駐屯地、 

陸上自衛隊瀬戸内分屯地及び徳之島 

（８）沖縄県 

県内の一部の自衛隊施設、在日米軍施設等 

陸上自衛隊 ニュースリリース 
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４ 訓練実施部隊等 

（１）陸上自衛隊等 

  ア 担任官 

西部方面総監 陸将 鳥
とり

 海
うみ

 誠
せい

 司
じ

 

  イ 実施部隊 

  （ア）陸上自衛隊 

     西部方面隊（総監部、第８師団、第１５旅団等）、陸上総隊、北部方面隊、中部

方面隊等 

  （イ）海上自衛隊 

     自衛艦隊等 

  （ウ）航空自衛隊 

     航空支援集団等 

（２）米海兵隊等 

  ア 担任官 

第３海兵機動展開部隊司令官 中将 ロジャー・Ｂ・ターナー 

  イ 実施部隊 

  （ア）米海兵隊 

     第３海兵機動展開部隊司令部、第３海兵遠征旅団、第３海兵師団（第１２海兵沿

岸連隊等）、第３海兵機動展開部隊情報群、第１海兵航空団、第３海兵兵站群、 

米海兵隊太平洋基地所属部隊等 

  （イ）米陸軍 

     第３マルチドメイン・タスクフォース等 

  （ウ）米海軍 

     第７艦隊等 

  （エ）米空軍 

     第１８航空団 

」 



令和７年度米海兵隊との実動訓練
（レゾリュート・ドラゴン２５）について
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令和７年度米海兵隊との実動訓練
（レゾリュート・ドラゴン２５）について

【訓練の目的】
陸上自衛隊及び米海兵隊等の部隊が、それぞれの指揮系統に従い、共同して作戦を実施する際の相互連携要領を実行動により

演練し、日米の連携強化及び共同対処能力の向上を図るもの。
また、一部の訓練では、島外避難に応用可能で国民保護や防災にもつながる訓練を実施します。

【訓練の沿革】

令和３年度に初めて実施し、本年度が５回目

【演習の実施場所及び期間】

➢ 演習期間：令和７年９月１１日（木）～２５日（木）

➢ 演習実施場所：北海道、山口県、大分県、佐賀県、長崎県、熊本県、

➢ 鹿児島県及び沖縄県の下記の場所

・北海道：陸上自衛隊北海道大演習場、陸上自衛隊北恵庭駐屯地、

陸上自衛隊矢臼別演習場、陸上自衛隊柏台演習場、

陸上自衛隊丘珠駐屯地、 航空自衛隊計根別着陸場

・山口県：米海兵隊岩国飛行場

・大分県：陸上自衛隊日出生台演習場、陸上自衛隊十文字原演習場

・佐賀県：陸上自衛隊目達原駐屯地

・長崎県：海上自衛隊佐世保基地

・熊本県：陸上自衛隊健軍駐屯地、陸上自衛隊高遊原分屯地、

陸上自衛隊大矢野原演習場

・鹿児島県：陸上自衛隊佐多対空射場、海上自衛隊鹿屋航空基地、

陸上自衛隊奄美駐屯地、陸上自衛隊瀬戸内分屯地、徳之島

・沖縄県：県内の一部の自衛隊施設、在日米軍施設等

（本期間の前後に、それぞれ約１週間で展開・撤収を実施予定）



九 州
（福岡県、宮崎県を除く。）

調整所の開設・運営、対艦戦闘、

対着上陸戦闘、兵站・衛生訓練、戦
闘射撃等

北海道

調整所の開設・運営、対艦戦

闘、対着上陸戦闘、兵站・衛生
訓練、施設作業（滑走路被害復
旧）、実弾射撃等

レゾリュート・ドラゴン２５における訓練内容等（基準）

沖縄県

調整所の開設・運営、対艦戦闘、
兵站・衛生訓練、基地警備、実弾射
撃等

山口県
（米海兵隊岩国飛行場）

対艦戦闘



訓練イメージ

鹿児島県
海上自衛隊鹿屋航空基地においては、陸上自衛隊航空機及び米海兵隊航空機の航空基盤として、駐機、燃料

補給、整備等を実施する計画です。

【期 間】 令和７年９月１１日（木）～２５日（木） ※ 本期間の前後に、それぞれ約１週間程度で展開・撤収を実施予定

【参加部隊】 自衛隊：陸上自衛隊 約１００名（陸上総隊（第１ヘリコプター団）、Ｖ－２２×４機程度等）

米 軍：米海兵隊、米海軍 約１５０名 （第１海兵航空団、海兵航空支援部隊、ＭＶ－２２×７機程度、Ｐ－８

（対潜哨戒機）×１機程度等）

訓練予定場所

海上自衛隊鹿屋航空基地の使用について

航空機の駐機 航空機への燃料補給・整備

鹿屋航空基地

海自鹿屋基地

日出生台演習場

注：員数や参加部隊は現時点で計画中のもの

十文字原演習場

高遊原分屯地

日米オスプレイ

大矢野原演習場

矢印は航空機の飛行経路を示したものではありません。


